
 

次期「愛知県図書館の基本的な運営方針」（「愛知県図書館基本計画 2027（仮称）」）の策定について 
 

第１ 経 緯 

〇 愛知県図書館では、2012年 12月文部科学省告示「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」

（※）に準拠し、2014年８月に「愛知県図書館の基本的な運営方針（以下、「基本的運営方針」）」

（実施期間 2014～2023年度）を策定した。同方針において定めた四つの柱（①すべての県民へ 

の図書館サービスの提供②市町村立図書館等への支援③サービスを広げる図書館ネットワーク

の形成④図書館活動を支える県図書館の体制の整備）の下、行動目標と運営指標からなる行動

計画（前半５年間・後半５年間）を策定している。 

  ※都道府県立図書館は、「その設置の目的を踏まえ、社会の変化や地域の実情に応じ、当該図書館の事業の実施等に関する

基本的な運営方針を策定し、公表するよう努めるものとする。」 

 

〇 毎年度、行動計画に即した事業計画を策定するとともに、その達成状況について、当館及び

外部の有識者から成る図書館専門委員会による点検と評価を実施している。 

  

〇 現行の基本的運営方針及び後半５年の行動計画の終期は 2023 年度であるが、最近のデジタ

ル化の急速な進展や新型コロナウイルス感染症の影響による社会環境の大きな変化に鑑み、 

１年前倒しで 2023年度を始期とする５年間（～2027年度）の運営方針を策定する。 

 

第２ 現行「基本的運営方針」の取組と新たな課題 

 〇 現行「基本的運営方針」四つの柱の取組 

① すべての県民への図書館サービスの提供 

② 市町村立図書館等への支援 

③ サービスを広げる図書館ネットワークの形成 

④ 図書館活動を支える県図書館の体制の整備 

 

〇 現行「基本的運営方針」策定後の新たな課題 

   急速なデジタル社会への進展やＤＸ化、新型コロナウイルス感染症の影響によるテレワー

キングの普及等「新しい生活様式」の浸透など、ここ数年でわれわれを取り巻く社会環境が

大きく変化しており、こうした時代の流れに的確に対応していく必要がある。 

また、図書館の複合的な機能として、県民への情報発信や県民の交流・賑わい創出の場と

なるなど、今後の新しい図書館像を示し、取り組んでいく必要がある。 

(例) ・デジタル社会への対応 

・ＳＮＳによる積極的な情報発信 

・利用者の多様なニーズへの対応 

・新しい生活様式に合わせたサービスの継続・充実 

・1階エントランスＹｏｔｔｅｋｏの活用 

 

 

 

 

第３ 次期「基本的運営方針」の策定に当たり考慮すべき視点 
 
  〇 県域の拠点図書館として、現行運営方針の取組に加え、次のような新たな取組を盛り込む。 

① ＩＣＴの進展による急速な情報環境の変化への対応（ＤＸ化） 

② ウィズ･コロナを見据えた「新しい生活様式」に対応した非来館型サービスの充実 

③ 県民への情報発信、県民の活動・交流拠点としての図書館機能の強化  

 

〇 以下の五つを「めざすべき姿」とする。    

① すべての県民の「知りたい」に応える図書館 

② 情報発信・交流活動の拠点としての図書館 

③ ネットワークのハブとなる図書館 

④ デジタル技術の活用により新たな社会に対応する図書館 

⑤ 持続可能なサービス環境を備えた図書館 

 

これらの「めざすべき姿」に対応した 13の取組の柱により、事業を行っていくことで 

県民の「もっと知りたい」に応える「知の拠点」としての役割を果たしていく。 

    ⇒ 別添「愛知県図書館基本計画 2027（仮称）骨子案」参照 

 

第４ 策定までのスケジュール（予定） 

  図書館専門委員会及び市町村立図書館等からの意見を踏まえ、今年度中に次期運営方針を 

策定・公表する。 

2022年  ６月 

７月 

図書館専門委員会での意見聴収 

県政世論調査実施  
８月 芸文センター運営会議での報告 

 
10月 県内市町村立図書館の意見聴収 

 
12月 次期基本計画案取りまとめ 

2023年 ２月 図書館専門委員会委員への意見聴収 
 

３月 「愛知県図書館基本計画 2027（仮称）」の策定・公表 

 



 

 

 

愛知県図書館基本計画 2027（仮称）骨子案 
 

目標：新たな知の拠点の形成 

―県民の「もっと知りたい」に応える知の交流拠点― 

計画期間：2023年度～2027年度 

 

 

 

 

 

１ 

すべての県民の「知り

たい」に応える図書館 

5 

持続可能なサービス環

境を備えた図書館 

2 

情報発信・交流活動の

拠点としての図書館 

(10) 非来館型サービスの充実 

(1) すべての県民への図書館サービスの提供 

(6) 賑わい創出と県民の交流を促す場づくり 

(5) 情報発信の拠点化 

(12) 充実したサービスを企画・提供する職員の育成 

(3) 県民の求める情報を提供するための資料・サービスの充実 

(13) 持続可能な施設管理等 

(8) 広域図書館ネットワークの活用 

・児童やティーンズに読書の愉しみを伝え知の力を育てる活動 
・県民の知的欲求に応え生涯学習に資する講座等の開催 

・県政の情報発信拠点としての Yotteko（ヨッテコ）等の活用 
・見せる（魅せる）図書館としての広報活動の充実 

・電子書籍の充実 
・デジタルアーカイブの充実 
・オンライン利用登録の推進 
・著作権法改正（オンラインによる複写物の提供）に伴う検討 

・Yotteko（ヨッテコ）における交流の場としての新展開 
・会議室その他館内スペースの有効活用 

・市町村立図書館等への支援（協力貸出、運営支援、市町村の人材育成） 
・県立学校等との連携 

・東海・北陸地区図書館の相互貸借や研修の相互受講 
・国立国会図書館との連携強化 

・ボーンデジタル資料の収集、保存、提供 

・レファレンス業務等の DX化 
・図書館電算システムの更新 
 
 

・豊富な地域資料やビジネス関係資料を用いた情報提供等による活動支援 
・あいち Bookサポーター制度を活用した資料の充実 

・新たなサービスに対応するための施設改善検討 
・施設老朽化への対応。 
・災害、感染症等の危機管理対応 
・施設管理における指定管理者による効率的な管理 
・資料等の安定的確保 

3 

ネットワークのハブと

なる図書館 

4 

デジタル技術の活用に

より新たな社会に対応

する図書館 (11) DXを意識したサービスの提供 

・デジタル対応など先進的サービスを提供するための人材育成 
・市町村立図書館支援に資する職員の育成 

(9) 図書館をとりまく機関との連携強化 
・芸術文化センター栄地区との連携 
・博物館、美術館、大学、観光・商工関係など多様な機関との連携 

(7) 市町村立図書館等への支援 

(4) 地域の文化・産業を支える図書館運営 

・きめ細やかなレファレンス・サービスの提供 
・拠点図書館としての継続的かつ計画的な資料収集及び保存 

(2) 人の成長・学びを支える活動 

・誰でも利用しやすい図書館サービスの推進 
・障害者、高齢者、外国人など様々な県民への図書館サービスの充実 

（別添） 
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